
１．整備計画

袋井駅南地区における機能性の高いまちづくり

平成27年度 ～ 令和元年度 静岡県、袋井市

袋井駅の橋上化や南北自由通路の整備にあわせて、都市計画道路や区画道路を整備し、南部地域から袋井駅への利便性の更なる向上や東西の都市軸を形成し、交通結節点

機能の強化を図るとともに、区画道路、水路、公園等の公共施設の整備を行い、防災上懸念のある狭隘道路や密集市街地の解消を行い、にぎわいと活気ある中心都市拠点

地区の形成を目指す。

都市計画道路（駅南循環線）の整備

緊急車両連絡不良率の改善

（H27当初） （H　末） （R1末）

① 都市計画道路（駅南循環線）の整備率

都市計画道路（駅南循環線）の整備延長の割合を算出する 56%   75%

（駅南循環線の整備延長割合）＝（駅南循環線の整備延長）／（駅南循環線の計画延長640m）×100

② 緊急車両連絡不良率の改善率

幅員4m未満道路延長の割合を算出する。 81%   65%

（幅員4m未満道路の延長割合）＝（幅員4m未満道路の延長）／（生活関連経路の全延長）×100

③

〇 △ ― 備考 ● 0 ▲ 0

３．事業効果の発現状況、目標値の達成状況

Ⅰ定量的指標に関連する

　　　交付対象事業の効果の発現状況

最終目標値 75 %

Ⅱ定量的指標の達成状況

最終実績値 71.9 %

最終目標値 65 %

最終実績値 65.5 %

最終目標値

最終実績値

４．今後の方針等

・建物移転先の整備とともに埋蔵文化財包蔵区域であるため、地権者との調整や、関係機関との
調整により、道路整備に時間を要した。
・住宅密集地のため、既存道路を利用しながら新設道路を整備したことにより、工事に時間を要
した。

・建物移転を機に住環境の改善を図るとともに、都市拠点として土地利用の検討が図られている。また、近隣の商業地区や遊水地公園の整備により
良好な都市空間の創出に寄与している。

・袋井市袋井駅南都市拠点土地区画整理事業は都市拠点の中心核として位置づけられていることから、目標未達成分については引き続き社会資本総合総合交付金を活用し、早期の目標達成を
目指していく。

２．事業の進捗状況　（○：計画期間中に完成　　△：計画期間終了後に完成見込　　－：その他（備考欄に具体的に記入（中止、未実施等））
　　　　　　　　　　（計画期間中に他の整備計画に移行したもので、　●：本計画の期間中に完成　　▲：本計画の期間終了後に完成見込

計画の移行なし 0 2 0 計画の移行あり

目標値と実績
値に差が出た

要因

目標値と実績
値に差が出た

要因

目標値と実績
値に差が出た

要因

Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の
　　　　　　　　　　　効果の発現状況

指標①（都市
計画道路（駅
南循環線）の
整備）

指標②（緊急
車両連絡不良
率の改善）

指標③（　）

事業種別

主な交付
対象事業

要素となる事業名
（事業箇所）

事業内容
（延長・面積等）

市町名

袋井駅南都市拠点地区（（都）駅南循環線外）

袋井駅南都市拠点土地区画整理事業

区画整理8.7ha

都市再生区画整理8.7ha

袋井市

（様式２-１） 社会資本総合整備計画　事後評価書（案）

計画の名称

計画の期間 交付対象

計画の目標

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値

0 百万円
効果促進事業費の割合

0%
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

全体事業費 0 百万円

備考
当初現況値 中間目標値 最終目標値

Ｃ
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） 1,217 百万円 Ａ 1,217 百万円 Ｂ

・建物移転に加え、埋蔵文化財包蔵区域であるため、地権者との調整や、関係機関との調整によ
り、道路築造までに時間を要した。

街路、都再区画

事業数

2

全体事業費
（百万円）

備考

袋井市

413

804

・幹線道路である都市計画道路駅南循環線とこれに接続する区画道路11ｍ-1号線を同時に整備開通することにより、南部地域からの袋井駅への利便
性が向上し、袋井駅南口の交通結節点の機能強化を図った。
・幹線道路を整備するにあたり1号調整池と水路の整備を同時に行うことにより、防災機能の強化を図った。
・狭隘道路に接している建物を区画道路が整備された換地先へ移転し、新設道路の整備等を推進することにより、緊急車両の進入が可能となり、安
心安全な住居環境への改善に寄与した。
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